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別府市の概要 

郷土料理・特産品 

「ざぼんサイダー」はざぼん特有のさわやか
な香りと甘酸っぱさが広がるサイダーで、
温泉上がりにオススメの１瓶です。 

「別府竹細工」は大分県が生産量第１位を誇る
マダケを主材料に使用し、全て手作業で作られ
ています。台所用品やアクセサリーから美術工
芸品まで幅広く愛用されています。

温泉の噴気を利用して海、山の幸を蒸し上げて食べる
「地獄蒸し」は高温の蒸気で一気に蒸し上げる料理で、

素材の旨味が凝縮され、余分な油も落とすので美味しく
てヘルシーです。 

別府市は、九州の北東部、瀬戸内海に面した大分県の東海岸
のほぼ中央に位置します。 

別府市には、古くから「別府八湯」と呼ばれる温泉群が点在
し、2 千 2 百を数える源泉から湧出する温泉は、毎分 8 万７千
リットルにも及び、日本一の源泉数・湧出量を誇ります。 

大地から立ちのぼる「湯けむり」は別府を象徴する風景とし
て市民はもちろん観光客からも親しまれています。 

「別府観光の父」と
呼ばれ、多大な功績
を残した油屋熊八翁
は、愛媛県宇和島市
出身です！ 

愛媛大分交流市町村　コラボ企画

Vol. ６- 別府市編

　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体で新たな経済圏域の循環などを目的に相
互交流を図っており、その一環として、お互いの広報誌の相互掲載を行っています。
　次回は「佐伯市」です。海の向こうに目を向けてみましょう。

人口：114,733 人 
（令和３年２月末現在）
面積：125.34 ㎢

まちのアルバムKihoku’s Tpicks

　３月20日から４月４日までの間、日吉地区で「四万十
街道ひなまつり」、近永地区で「鬼北桃祭」が開催され、
さまざまなひな人形が町を彩りました。
　明星草庵では、日吉盆栽会が毎年恒例となった座敷
雛を展示。今年は富母里地区をテーマに制作し、富母
里小学校の校舎や地蔵山、薬師堂などを再現していま
した。
　鬼北桃祭では、開催日の初日である20日、近永駅周
辺賑わい創出イベントも開催され、北宇和高校吹奏楽
部の演奏やポニーとのふれあい体験などが行われまし
た。また、歴史的価値の高い建物である旧旭郵便局の
局舎が新たに展示場所に加わり、商店街の至るところ
に展示されたおひなさまが、訪れた人たちの心を和ま
せていました。

　４月３日、鬼北総合公園体育館で「リニューアル
オープン式典」が行われました。
　鬼北総合公園体育館は、除湿型放射冷暖房機およ
びスポットエアコンが新たに整備され、快適な環境
で運動ができるようになりました。式典では、兵頭
町長および鬼北町スポーツ協会の岩本渉会長があ
いさつ。その後、参加したスポーツ少年団の子ども
たちに紅白餅とおかしを配りました。
　スポーツ少年団は、団員数が年々減少しており、
参加者を募集しています。

　４月８日、町内小学校および日吉中学校の入学式
が、４月９日、広見中学校の入学式が行われました。
　今年度は小学校61人（近永小36人、好藤小９人、
愛治小１人、三島小６人、泉小４人、日吉小５人）、
中学校57人（広見中53人、日吉中４人）が入学。新
型コロナウイルス感染対策のため、来賓を制限し、
内容を縮小して式が実施されました。新１年生は、
保護者や在校生に見守られる中入場し、新たな学校
生活をスタートさせていました。

優雅なおひなさまが町を彩る
◎四万十街道ひなまつり・鬼北桃祭

快適な運動環境を整備
◎鬼北総合公園体育館リニューアルオープン

期待と不安を胸に初登校
◎町内小中学校入学式
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